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印刷博物館館長 

樺山　紘一 
かばやま  　こういち 

●
巻
頭
言
「
図
書
館
サ
ミ
ッ
ト
に
む
け
て
」
樺
山
紘
一 

●
新
航
路
「
図
書
館
サ
ミ
ッ
ト
開
催
」 

●
生
涯
の
一
冊
「
日
本
文
壇
史
１
　

開
化
期
の
人
々
」
高
瀬
西
帆 

●
区
内
６
大
学
図
書
館
の
紹
介
「
大
正
大
学
」 

●
お
店
探
訪
・
豊
島
区
伝
統
工
芸 

●
特
別
講
演
会
予
告
・
地
域
研
究
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
第
６
弾 

新航路【8】 

　
東
京
大
学
名
誉
教
授
（
西
洋
中
世
史
、
西
洋
文
化
史

専
攻
）。
前
国
立
西
洋
美
術
館
長
。「
時
代
を
変
え
る 

図

書
館
サ
ミ
ッ
ト
」
で
は
、
実
行
委
員
会
副
委
員
長
を
務
め

る
。
近
著
『
地
中
海
―
人
と
町
の
肖
像
』、『
旅
の
博
物

誌
』、『
歴
史
家
た
ち
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
へ
―
国
際
歴
史
学
会

議
の
百
年
』
等
。 

　いよいよ目前に迫った図書館サミットの開催。「図書館」を

キーワードとして、　 

―読書離れ、活字離れの解消― 

―文字・活字文化の発展― 

―ＩＴの高度利用― 

―本をつくり送り出す人々との協働― 

―地域の課題解決と文化創造― 

に向けた、より広範な共感と連帯を生み出すことを目指して

います。 

　先日も近県の図書館員の方から問い合わせがあり、「国

立国会図書館の長尾館長さんをはじめ、福原義春さん、阿

刀田高さん、樺山紘一さんなど、一公立図書館でよくこれ

だけのメンバーをそろえることができましたね」と、たいへん

びっくりした様子でした。もちろん、豊島区参与である粕谷

一希図書館行政政策顧問の人脈に負うところが大きいので

すが、実はシンポジウムや分科会のパネリストが固まったのは、

つい最近です。 

　それまで実行委員会で検討を進めてきたのですが、議論

百出、大いに難航しました。高い見識を持った方々の議論

ですから、事務方としてもなかなか口をはさめない。もちろん、

いつかは落ち着く所に落ち着くのですが、気がつけば開催

１ヶ月前になっていました。 

　「さあ時間が足りない」ということで、区役所の他の部局

にも声をかけ、応援を頼んで、一気に全庁的な取り組みと

なりました。一方、私たちの苦労を聞きつけ、心配して集ま

ってくださったボランティアの方 も々います。豊島区を愛し、

ご尽力いただいているボランティアの皆さんには、ほんとうに

いくら感謝しても足りません。 

　どうやってお礼をしたらいいのだろう、と考える暇もなく、

あと１０日で１１月１２日（水）、１３日（木）の本番を迎えます。ま

ずは成功のうちに終わらせることが第一です。 

　区内の図書館をはじめ、各施設にポスターとチラシを置い

ていますので、ぜひ手にとってご覧ください。もちろん、豊

島区立図書館ホームページにも詳しい情報を載せています。 

　１年間で１００万人、今も中央図書館には１日３０００人を超

える利用者の方がお見えになっています。皆さんにとって、

これだけ身近な施設は他にありません。そんな図書館ですが、

はたして図書館は時代を変えられるのか、図書館は今どこ

へ向かっているのか、ぜひ皆さんもご一緒に考えてください。 

 新たな出会いが待っています 

　大勢の方に利用される図書館。「課題解決型図書館」と

いう言葉も定着しつつありますが、実は図書館自体が多くの

課題に直面しています。 

　例えば中央図書館の場合、「いつ行っても座れない」閲

覧席の不足は開館以来ずっと続いている大問題です。いつ

までも手をこまねいているわけにはいきません。図書館サミット

と同時進行で、それら目前の課題にも対処していかなけれ

ばならないのですが、残念ながら、「どんなに費用をかけて

もいいから、最高のサービスを提供しよう」というわけにはい

きません。私たち公立図書館は、あくまでも費用対効果のバ

ランスのなかで図書館経営を模索していかなければなりません。 

　限られた予算と人員のなかで、少しでもパフォーマンスを

高めるために、今、区内６大学図書館との連携や、図書館

経営協議会の設置といった新たな取り組みを進めています。

例えば、大学図書館と区立図書館で地域のコンソーシアム（連

合体）をつくることができれば、図書館の可能性を大いに広

げることができるのではないか。大学図書館のご協力をいた

だきながら、一歩一歩手探りで進んでいます。 

　課題解決の道のりは遠く、私たちはまだまだ勉強不足です。

日本や世界で進められている色々な先進的事例についての

知識・情報とも、決して十分ではありません。時には視点を

変え、遠くからの声に耳を傾けることも必要です。共通の問

題を抱える人たちとの広範な共感と連帯は、必ずや明日の

糧となるはずです。 

　図書館サミットでは、きっと目から鱗が落ちるような、貴重

な意見や提言をいただけることと思います。図書館サミットで

どんな出会いが待っているか。期待に胸がふくらみます。 

「時代を変える 
  図書館サミット」 
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豊
島
区
中
央
図
書
館
が
あ
ら
た
に
開
館
し
て
、
一

年
が
経
過
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
、
す
で
に
百
万
人

を
こ
え
る
入
館
者
を
か
ぞ
え
、
ほ
と
ん
ど
ブ
ー
ム
と
い
っ
て
も
よ

い
状
況
だ
と
き
い
て
い
ま
す
。
た
し
か
に
、
い
く
ど
か
訪
れ
て

み
ま
し
た
が
、
さ
ほ
ど
広
く
は
な
い
館
内
は
、
い
つ
も
本
に
と

り
く
む
人
び
と
で
あ
ふ
れ
か
え
っ
て
い
ま
す
。
世
間
で
い
う
よ

う
な
、「
読
書
離
れ
」
な
ど
ど
こ
ふ
く
風
と
い
っ
た
趣
き
で
し

た
。 

　
と
は
い
え
、
図
書
館
を
め
ぐ
る
事
情
は
、
け
っ
し
て
安
心
で

き
る
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
全
国
的
に
み
れ
ば
、
財
政
難

か
ら
く
る
図
書
館
予
算
や
人
員
の
削
減
、
書
物
文
化
の
幅
広

さ
や
奥
深
さ
の
喪
失
。
ど
れ
も
確
実
に
進
行
す
る
危
機
だ
と

い
っ
て
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
ブ
ー
ム
だ
と
い
っ
て
安
心
し
て
い
ら
れ
る
時
で
は
な
い
よ
う
で

す
。
こ
の
熱
気
が
さ
め
や
ら
ぬ
う
ち
に
、
わ
た
し
た
ち
は
じ
っ

く
り
と
考
え
る
機
会
を
も
う
け
た
い
と
考
え
ま
し
た
。「
時

代
を
変
え
る 

図
書
館
サ
ミ
ッ
ト
」
で
す
。
関
係
者
の
方
が
た

の
準
備
を
う
け
て
、
実
行
委
員
会
が
つ
く
ら
れ
、
二
日
間
に
わ

た
る
大
イ
ベ
ン
ト
が
い
ま
開
催
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

　
そ
こ
で
は
な
に
よ
り
も
、
図
書
館
と
書
物
を
め
ぐ
る
関
連

の
方
が
た
が
、
熱
い
思
い
を
か
た
る
は
ず
で
す
。
著
者
や
出
版

社
、
あ
る
い
は
書
店
の
み
な
さ
ん
な
ど
、
本
を
送
り
だ
す
側

が
、
現
状
と
未
来
に
む
け
て
の
希
望
を
か
か
げ
る
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
書
物
を
手
に
と
る
利
用
者
と
し
て
の
読
者
は
、
地
域

や
生
活
に
と
っ
て
図
書
館
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
は
た
し
て
ほ

し
い
か
、
期
待
を
か
か
げ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
公
共
や

大
学
の
図
書
館
そ
れ
自
体
か
ら
も
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
発
展
と

専
門
度
の
充
実
に
む
け
て
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
発
信
さ
れ
る
は
ず

で
す
。
そ
し
て
、
昨
今
よ
く
話
題
に
な
る
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
と

読
書
の
関
連
を
、
前
向
き
に
理
解
す
る
方
法
と
は
な
ん
だ
ろ

う
か
と
。 

　
で
き
る
だ
け
多
様
な
分
野
の
方
が
た
の
あ
い
だ
で
対
話
が
な

り
た
ち
、
こ
れ
か
ら
の
図
書
館
に
む
け
て
、
あ
ら
た
な
可
能

性
を
発
見
し
開
拓
で
き
る
よ
う
、
開
か
れ
た
場
を
用
意
し
た

い
と
心
を
く
だ
き
ま
し
た
。
図
書
館
の
未
来
を
つ
く
り
だ
す

た
め
に
、
み
な
さ
ん
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
た
い
と
念
じ
て
い

ま
す
。
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

「
図
書
館
サ
ミ
ッ
ト
に
む
け
て
」 
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生涯の一冊 
（8） 

中央図書館がお薦めする本  

「思いっきり泣きたいときに読む本」 

2

『日本文壇史１ 開化期の人々』 
著者　伊藤整 
発行　㈱講談社 

池袋のパートナー 情報誌『びぃーゆ』の編集長で、『群像 豊
島の文化人』の著者。豊島をこよなく愛する高瀬さんの登場で
す。 

 

「
日
本
文
壇
史
」 

　「
あ
な
た
に
と
っ
て
一
冊
の
本
は
？
」
と
、
と
き
ど
き
聞
か
れ
る
。
残

念
な
が
ら
私
に
と
っ
て
「
こ
れ
で
す
」
と
答
え
ら
れ
る
本
は
な
い
。 

　
私
の
読
書
歴
は
全
く
の
乱
読
。
そ
れ
だ
け
に
、
感
動
し
た
り
感
銘
を

受
け
た
り
は
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
。
し
か
も
、
年
令
に
よ
っ
て
そ
の
感
じ
方
は
、

ど
ん
ど
ん
変
わ
っ
て
く
る
。
総
じ
て
、
夏
目
漱
石
の
作
品
は
好
き
な
の
だ

が
、
一
冊
の
本
と
い
わ
れ
る
と
…
。 

 

　
そ
ん
な
私
だ
が
、
身
近
の
本
棚
の
一
等
席
（
？
）
に
、
か
な
り
古
ぼ

け
た
数
冊
の
本
が
、
大
威
張
り
で
立
っ
て
い
る
。
私
は
何
度
か
引
っ
越
し

を
し
、
そ
の
つ
ど
書
物
を
整
理
し
て
き
た
が
、
こ
の
本
だ
け
は
今
も
残
っ

て
い
る
。
伊
藤
整
著
『
日
本
文
壇
史
』（
講
談
社
）。
奥
付
の
脇
に
「
昭
和

２９（
１
９
５
４
）年
４
月
２６
日
、
博
進
堂
書
店
に
て
購
入
」
と
ペ
ン
書
き
し
て
あ

る
。
Ｂ
６
判
で
各
巻
３
０
０
頁
前
後
の
上
ケ
ー
ス
入
り
。
戦
後
ま
も
な
く
出

版
さ
れ
た
本
で
、
紙
質
は
悪
く
、
印
刷
も
良
い
と
は
い
え
な
い
。 

　
だ
が
、
こ
の
本
、
日
本
の
近
代
文
学
史
の
一
面
を
知
る
上
で
は
格
好
の
本
。

明
治
初
期
か
ら
書
き
お
こ
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
時
代
に
生
き
た
作
家
た
ち
の

私
生
活
を
、
垣
間
見
る
よ
う
な
興
味
津
々
さ
。
夢
中
に
な
っ
て
読
ん
だ
。
そ

の
後
も
、
何
度
か
引
っ
ぱ
り
出
し
て
は
読
ん
で
い
る
。 

　
も
し
か
し
た
ら
、
そ
の
と
き
の
デ
ジ
ャ
ビ
ュ
ー
が
私
に
「
群
像
豊
島
の
文
化

人
」
を
書
か
せ
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
だ
と
す
れ
ば
、
こ
の
本
こ
そ
が
、

私
に
と
っ
て
の
「
生
涯
の
一
冊
」
な
の
だ
ろ
う
。 

ひかり文庫　点訳研究会 

書　名　 

『村田エフェンディ滞土録』 
著者名　梨木香歩 

出版社　角川書店 

所蔵館　単行本（中央・上池・池袋・目白） 

　　　　文　庫（中央・駒込・巣鴨） 

 

　百年前の、東西文明交流の地トルコのイスタンブールでの

村田氏の滞在記です。 

　人種、宗教の異なった魅力的な人々に加え、鸚鵡まで居

る不思議な共同生活が描かれています。第一次大戦が始まり、

悲しみが広がってゆきます。日本に戻った村田宛に外国から

の大きな荷物が届き、開けてみると…言葉の記憶が一気に

あふれ出て、思わず涙があふれてしまいます。『家守綺譚』

と二部作です。 

書　名　 

『アルジャーノンに花束を』 
著者名　ダニエル・キイス／著 

　　　　小尾芙佐／訳 

出版社　早川書房 

所蔵館　中央・駒込・巣鴨・上池袋・

　　　　池袋・目白・千早 

 

　もっと頭をよくしてあげると言われたら？　そのためには手術

が必要だと言われたら？　チャーリイの答えは、「かしこくしてく

れるならかしこくなりたいのです。」 

　手術後、知能は徐々に上がっていき、チャーリイを取り巻いて

いた世界も変わっていきます。そして精神遅滞から天才へと変

貌したチャーリイに見えてきたものとは…。人間として生きるこ

とのすばらしさと哀しさを描き、SFの枠を超えた現代の古典。 

書　名　『カシオペアの丘で』上・下 
著者名　重松　清 

出版社　講談社 

所蔵館　中央・駒込・巣鴨・上池袋・池袋・目白 

 

　人はいつ泣くのか？　嬉しいとき、悲しいとき、大切な人を失うとき、辛

い思いをさせたとき、そして、ゆるされたとき。 

　直木賞作家による、泣ける要素満載の一冊。読後、ぜひ星空を見上げて

ほしい。昼間でも嵐の夜でも、星は確かに私達の頭上で輝いているから。 

書　名　『時間だよ、アンドルー』 
著者名　メアリー・ダウニング・ハーン／作 

　　　　田中薫子／訳 

出版社　徳間書店 

所蔵館　中央・駒込・巣鴨・上池袋・ 

　　　　池袋・目白・千早 

児童向け 

　アンドルーは、過去からやってきた、自分と名前

も一緒で、顔もうりふたつの少年に出会います。死

ぬ運命にある過去のアンドルーを助けるため、二人

は時代を入れ代わりますが、様々なトラブルに巻き

込まれることに。ラスト、思いがけない結末に、泣

けること必至の一冊です。 

　３回連続で点字図書館「ひかり文庫」で活動されている

ボランティアを紹介してまいりました。最後にご紹介するのは「点

訳研究会」です。代表の板場さんにお話しをうかがいました。 

　点訳とは、点字に訳するということです。設立以来３０余年、

現在４５名のメンバーを擁する研究会では、ひかり文庫から

持ち込まれる活字の図書や雑誌を点訳する活動を行ってい

ます。点訳された図書は、ひかり文庫に収蔵され、全国の

利用者の方に無料で貸し出しされています。 

　以前ご紹介した「ひかり文庫朗読会」の朗読ルールと同

様に、点訳にもたくさんの約束事があります。点字は、例え

ば、「図書館」を「としょかん」とし、仮名を２列３行の点に

置き換えるのですが、数字や（　）などの記号は、ここか

ら記号がはじまりますといった目印を置いてから始めるなど、

なかなか手間のかかる作業です。 

　今ではパーソナル・コンピュータを活用して、入力したデ

ータを点字プリンターで打ち出すのが主流だそうで、かつて

の点字タイプライターや、点字盤でひと穴ずつ穿孔するような

ことは、実務では行われていません。２年に１度のボランティ

ア養成講座や、親子点字教室など、点字とはどういうもの

かを体感する機会には旧式の手法がひと役かっているという

しだいです。ところで点字を読む場合は、突起を指でなぞる

のですが、点字を打つときは、紙の裏面を右から左に向か

って打つのだそうです。言われてみればなるほどですね。ボ

ランティアの皆さんもパソコンの画面に向かって、キーボード

の６つのキーを使い、点字の６点の組み合わせを打ち込んで

いくのです。実際にひかり文庫のパソコンで体験してみまし

たが、画面の右から左に向かって、点字配列を裏返しにし

た黒い点が並んでいきます。ボランティアさんは、裏側からの

点字でないと読めないそうですし、点字の突起を触ってもわ

からないとおっしゃるのには笑ってしまいましたが、意外にス

ペシャリストはそういうものかもしれません。 

　一冊の本を点訳するというのは、大変な時間と労力を要

するものだということは想像にかたくないわけですが、こうした

活動を継続してくださる方々がいらっしゃるおかげで、点字

図書館は成り立っています。視覚に障害のある方は、朗読・

拡大・さわる絵本・点訳というニーズに合わせたサービスに

より、読書を楽しみ、必要な情報を入手することができます。

本当にボランティアさんのお力に負うところが大きく、取材の

たびに頭の下がる思いでいました。しかし意外にも皆さんこう

おっしゃいます。「私たちこそ勉強になっている。自分の活動

が人の為になっていることが嬉しい。」と。 

ボ ラ ン テ ィ ア 紹 介  ボ ラ ン テ ィ ア 紹 介  図書館でボランティアとして、また自主的に活動されている皆様をご紹介します。 

『びぃーゆ』編集長 

高瀬　西帆 
©角川書店 

区広報の点字版 
ほかにも小説など蔵書は２,０００タイトル 

点訳者が校正に 
使用する墨字プリント 

点字対応PCと点字プリンター 

おうむ 

いえもりきたん  
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豊島区伝統工芸保存会会員の 
皆様をご紹介します。 

豊島区伝統工芸 

3

◆ 

３
０
０
年
の
伝
統
、こ
れ
か
ら
も
・・・ 

　
江
戸
べ
っ
甲
の
宮
本
正
義
さ
ん
の
工
房
は
、
巣
鴨
駅
か
ら
と
げ
ぬ
き
地
蔵
へ
向

う
地
蔵
通
り
手
前
の
路
地
を
入
っ
た
閑
静
な
と
こ
ろ
に
あ
る
。 

　
宮
本
さ
ん
は
、
昭
和
９
年
、
１１
歳
よ
り
義
父
の
も
と
で
修
行
を
始
め
、
以
来

７４
年
間
、
べ
っ
甲
職
人
一
筋
で
、
作
品
を
作
り
続
け
て
い
る
。 

　
べ
っ
甲
と
は
、
タ
イ
マ
イ
と
い
う
海
亀
の
甲
羅
で
あ
り
、
江
戸
時
代
に
べ
っ
甲
を

使
っ
た
加
工
品
が
普
及
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
材
料
の
甲
羅
は
、
中
央
、
ふ
ち
、

腹
の
部
分
が
瓦
の
よ
う
に
複
数
枚
に
分
か
れ
、
場
所
に
よ
り
硬
さ
や
色
合
い
が
異

な
っ
て
い
る
が
、
特
に
黄
色
の
多
い
も
の
ほ
ど
価
値
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。 

　
工
程
は
、
ま
ず
材
料
に
型
取
り
を
し
、
糸
鋸
で
切
っ
た
何
枚
か
の
甲
羅
を
組
み
合
わ
せ
、
厚
み

を
出
す
た
め
に
水
、
熱
、
圧
力
で
プ
レ
ス
を
す
る
。
そ
の
貼
り
合
わ
せ
た
も
の
に
ヤ
ス
リ
、
小
刀
で

デ
ザ
イ
ン
を
施
し
、
丁
寧
に
磨
い
て
光
沢
を
出
す
。
宮
本
さ
ん
は
、
作
品
の
素
晴
ら
し
さ
が
認
め
ら

れ
、
天
皇
陛
下
の
べ
っ
甲
の
眼
鏡
を
製
作
し
た
経
験
を
持
つ
。
ま
た
、
平
成
２
年
に
東
京
都
優
秀
技

能
者
、
平
成
４
年
に
は
東
京
都
功
労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
た
。 

　
し
か
し
な
が
ら
、
材
料
の
甲
羅
を
持
つ
タ
イ
マ
イ
は
平
成
６
年
よ
り
ワ
シ
ン
ト
ン
条
約
で
輸
出
入

が
禁
止
さ
れ
、
材
料
と
し
て
使
え
る
甲
羅
は
禁
止
前
に
輸
入
さ
れ
て
い
る
も
の
に
限
ら
れ
て
い
る
。

今
ま
さ
に
、
べ
っ
甲
細
工
の
伝
統
は
危
機
に
直
面
し
て
い
る
。
近
年
、

タ
イ
マ
イ
の
人
工
ふ
化
に
成
功
し
、
増
養
殖
の
研
究
開
発
が
進
め
ら

れ
て
い
る
が
、
少
な
く
な
り
続
け
る
材
料
に
、
日
々
、
不
安
を
感
じ

な
が
ら
が
、
い
つ
の
日
か
朗
報
が
届
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。 

　
幸
い
な
こ
と
に
、
お
孫
さ
ん
が
後
継
者
と
し
て
、
日
々
、
修
業
に

励
ん
で
い
る
。
８４
歳
に
な
っ
た
今
も
な
お
、
現
役
で
作
品
を
作
り
、

休
み
の
日
に
は
ゴ
ル
フ
を
す
る
宮
本
さ
ん
の
若
さ
に
す
っ
か
り
圧
倒
さ

れ
て
し
ま
っ
た
。 

「
快
適
な
暮
ら
し
を
お
届
け
」 

　
現
在
は
、
池
袋
駅
東
口
か
ら
歩
い
て
３
分
、
グ
リ
ー
ン
大
通
り
沿
い
に
宮
田
家
具
店
本
館
、
そ
の

裏
手
の
路
地
を
挟
ん
で
、
新
館
「
ベ
ッ
ド
専
門
店
グ
ー
ス
カ
」
が
あ
り
ま
す
。 

　
創
業
は
大
正
２
年
、
も
う
す
ぐ
百
年
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。
初
め
は
大
塚
駅
南
口
、
現
在
の
南

大
塚
地
域
文
化
創
造
館
（
当
時
は
都
電
の
車
庫
で
し
た
）
の
向
か
い
側
に
あ
り
ま
し
た
。
戦
前
の

大
塚
は
池
袋
よ
り
ず
っ
と
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
都
電
も
何
本
も
の
路
線
が
あ
り
、
乗
降
客
は
街
に

あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。
百
貨
店
の
白
木
屋
も
あ
っ
て
、「
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
食
べ
る
の
に
大
塚
ま
で
行

っ
た
」
と
い
う
話
を
よ
く
聞
き
ま
し
た
。
そ
れ
ほ
ど
ハ
イ
カ
ラ
だ
っ
た
の
で
す
。
昭
和
９
年
に
池
袋
西

口
に
支
店
を
２
つ
出
し
ま
し
た
。
当
時
は
西
口
の
方
が
賑
や
か
だ
っ
た
ん
で
す
。
区
画
整
理
で
現
在

地
に
移
っ
て
き
ま
し
た
が
、
戦
災
で
す
っ
か
り
焼
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

　
家
具
の
商
い
は
、
時
勢
に
影
響
さ
れ
ま
す
。
戦
後
復
興
期
は
実
に
そ
の
需
要
が
旺
盛
で
し
た
。

生
活
が
落
ち
着
い
て
、
婚
礼
３
点
セ
ッ
ト
と
か
、
ダ
イ
ニ
ン
グ
セ
ッ
ト
、
リ
ビ
ン
グ
セ
ッ
ト
と
売
れ
行
き

も
変
化
し
て
き
ま
す
。
マ
ン
シ
ョ
ン
が
増
え
る
と
い
う
住
ま
い
方
も
反

映
し
ま
す
。 

　
現
在
、
本
館
で
は
、
リ
ビ
ン
グ
ダ
イ
ニ
ン
グ
、
収
納
、
書
棚
な
ど

の
家
具
を
、
新
館
「
グ
ー
ス
カ
」
で
は
主
に
ベ
ッ
ド
を
扱
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
「
グ
ー
ス
カ
」
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
ベ
ッ
ド
を
揃
え
て
い
ま
す
か
ら
、

じ
っ
く
り
見
比
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
ベ
ッ
ド
で
横
に
な
っ
て
本
を
読
む
、
と
い
う
の
も
く
つ
ろ
い
だ
生
活

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。「
快
適
な
生
活
」
を
お
届
け
す
る
こ
と

を
モ
ッ
ト
ー
に
し
て
い
ま
す
。 

　
東
口
の
こ
こ
は
、
根
津
山
の
端
っ
こ
で
し
た
が
、
時
代
が
変
わ
っ
て

い
く
実
感
を
大
切
に
し
て
、
お
客
様
の
ご
要
望
に
応
え
て
い
き
ま
す
。 

江戸べっ甲　　宮本　正義さん 

大正大学附属図書館（巣鴨校舎） 
●住　　所：豊島区西巣鴨３－２０－１ 
●電話番号：０３－３９１８－７３１１（代表） 
●U R L：http://www.tais.ac.jp/lib/ 
●交通案内：JR埼京線「板橋駅」徒歩１０分 

都営三田線「西巣鴨駅」徒歩２分 
都電荒川線「新庚申塚駅」徒歩７分 
都営バス（池袋駅東口から浅草雷門行または
西新井駅行）「堀割バス停」徒歩２分 

～宮田家具店～ 

代表取締役　宮田　和昌さん 

●図書は約３９万冊、雑誌は６万５千タ

イトルあります。 

●和装本（昭和初期から昭和４２年頃

のもの）は独自の分類（宗派別）

になっています。 

巣 

鴨 

新
庚
申
塚 

庚
申
塚 

都
電
荒
川
線 

明
治
通
り 

池 

袋 

大 塚
 

西巣鴨 

西巣鴨 
バス停 

堀割 
バス停 

板 

橋 

国道１７号 

JR山手線 

To 
三田 

To
赤
羽 

To
新
宿 

To
王
子 

To
早
稲
田 

To 
高島平 

J
R
埼
京
線
 

都営三田線 

大正大学 
巣鴨校舎 

　西巣鴨の地で、今年で創立８２年を迎えた大正大学は、

大正１５年に開学した仏教系の大学です。現在、文学部

の２学科および人間学部の４学科と大学院を擁する大学の

図書館は、多くの貴重な仏教資料や東西の哲学・思想・

歴史資料、日本や中国、欧米の文学に関する文献なども

充実しています。 

蔵書数と特徴 

●研究目的のために資料の利用を希望さ

れる方は、区立中央図書館からの紹介

状と身分証を持参し、申請することで

利用カードを発行してもらえます。 

 

 

●レファレンスでは、一般書はもちろん

ですが、特に仏教資料について大いに

専門性を発揮しています。 

●オープンキャンパス開催時（今年度は

６～８月）には、本館所有の貴重書を特

別展示します。 

利用方法 

図書館PR

「源氏物語」の写本（室町時代中期）が収められて
いた、江戸時代初期に作られたとみられる黒漆塗り
の専用箪笥（たんす） 

本を運搬するキャスター（ブックトラック）
にある表示は、チベット文字で「洋書」と
書いてある。 

図書館棟正面入口　地上５階、地下２階の建物 

正門 
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編

集

後

記 

■ ■ 

■ 

■ ■ ■ 

■ 
■ 
■ 

■ ■ ■ ■ ■ 
■ ■ ■ ■ ■ ■ 

■ 

■ ■ ■ 

■ ■ ■ 

■ 

■ 

申し込み方法 

■は休館日 
●は土日祝 

図書館カレンダー  

１１
　
月 

１２
　
月 

開館時間 
平　日 午前１０時～午後１０時 
土日祝 午前１０時～午後６時 

開館時間 
平　日 午前９時～午後７時 
土日祝 午前９時～午後５時 

開館時間 
平　日 午前１０時～午後７時 
土日祝 午前１０時～午後５時 

中央図書館 駒込・巣鴨・上池袋・池袋・目白・千早図書館 雑司が谷図書貸出コーナー 

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 

図
書
館
か
ら
の 

お
知
ら
せ 

◆千早進歩自由夢  

区ゆかりの漫画家　横山光輝　コラボレーション企画 

日　時　１２月１３日（土）午前１０時～正午 

場　所　千早図書館　視聴覚室 

講　師　慶応義塾大学名誉教授 

　　　　立間祥介氏 

講　演　「三国志と横山光輝」 

共　催　千早図書館友の会 

後　援　光プロダクション 

　日本における「三国志」研究

の第１人者立間祥介氏より、「三

国志」とはどういった物語か、そ

して横山光輝と行かれた中国へ

の取材旅行の思い出などを語って

いただきます。その後、編集者と

して横山と交流のあった岡谷信明

氏にも加わっていただき、立間氏

と対談していただきます。 

第１回「横山光輝アニメ映画上映会」 
日　時　１２月２１日（日）　午前１０時～正午 

会　場　千早図書館　視聴覚室 

映画会　アニメ「三国志」上映 

　横山光輝の晩年の代表作であるアニメ「三国志」の上映を行

います。 

　子供から大人、お年寄りの方々まで、ふるってご参加ください。 

「朗読の会　たのきゅう」朗読会 
－５年目を迎え小さな会を開きます－ 

日　時　１２月４日（木）　午後１時～３時 

会　場　千早図書館　視聴覚室 

・第一部　朗読会 

　　「やまどりの矢」「ハンナのあたらしい服」等を朗読します。 

・第二部　お話し会 

　斎藤隆介さん（もちもちの木、ベロ出しチョンマなどの

作者）の作品や著者について、いろいろお話をしてみたい

と思います。 

日程・会場等が変更になることがあります。事前にお問合せください。 

図 書 館 イ ベ ン ト 情 報  
各図書館の連絡先 □上池袋図書館 ３９４０-１７７９

□池袋図書館 　３９８５-７９８１ □中央図書館 ３９８３-７８６１ 

□駒込図書館 ３９４０-５７５１ 

□巣鴨図書館 ３９１０-３６０８ 

□目白図書館 ３９５０-７１２１ 

□千早図書館 ３９５５-８３６１ 

　
今
月
号
よ
り
新
企
画
「
区
内
６
大
学
図
書
館
の
紹
介
」
を
ス
タ

ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。
今
回
、
取
材
で
大
学
を
訪
ね
、
学
生
さ
ん
達

と
並
ん
で
キ
ャ
ン
パ
ス
を
歩
く
と
、
何
と
な
く
自
分
も
若
返
っ
た
よ
う

な
気
分
に
な
り
、
新
鮮
な
気
持
ち
で
取
材
に
臨
む
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
各
区
内
大
学
図
書
館
の
ご
協
力
の
も
と
、
そ
れ
ぞ

れ
の
特
色
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
き
ま
す
の
で
ご
期
待
く
だ
さ
い
。（
光
） 

※ 申し込み方法は２種類です。 

※ 重複して応募された場合、２枚目以降は無効です。 

※ 応募者多数の場合は抽選となりますので予めご了承ください。 

　 また、申込期限後１週間程度で当落の通知をします。 
 

１  往復はがきに①～⑤を記入し下記送付先へお送りください。 

（はがき１枚につき１件の申込みでお願いします。） 

①ゼミナール名「地域研究ゼミナール　池袋モンパルナス前史」　

② 郵便番号　③ 住所　④ 氏名（ふりがな）　⑤ 電話番号 
 

◆申込期限：１１月２８日（金）消印有効 

◆送付先：〒１７０-８４４２ 豊島区東池袋４-５-２ 

　　　　　ライズアリーナビル５階　中央図書館　企画調整グループ 
 

２  電子申請でも受け付けます。 

　 豊島区ホームページアドレス   http://www.city.toshima.tokyo.jp/

第六弾は 
　「池袋モンパルナス前史」 
　　―白樺派と生命の芸術―（全５回） 

プロフィール 

米国コルゲート大学で英米文学を学び、日本語にも興味を抱き、

１９９０年に来日。当時、池袋に住み、池袋モンパルナスの代表的

な芸術家　小熊秀雄の童話に出会い英訳にとりかかる。同時に

日本語での詩作を始める。２００１年、詩集『釣り上げては』（思

潮社）で中原中也賞、２００５年、『日本語ぽこりぽこり』（小学館）

で講談社エッセイ賞、２００７年、『ここが家だ－ベンシャーンの第

五福竜丸』（集英社）で日本絵本賞、２００８年には『左右の安全』

で山本健吉文学賞を受賞。 

 

 

中央図書館 特別講演会＜予告＞ 
豊島区にゆかりのある、 
詩人 アーサー・ビナード氏を 
講師にお迎えします。 

平成２１年２月１５日（日）午後３時～５時 
会　場：「あうるすぽっと」会議室Ｂ 
募　集：１００名 
参加費：１,０００円 
講演会の申込みは平成２１年１月５日より開始 
※ 講演会のテーマ、内容は次号でお知らせします。 

アーサー・ビナード氏 

◆千早図書館  

申込不要。当日、千早図書館へ直接お越し下さい。 
※当日先着５０名、参加費無料 

毎週、おはなし会を開催し本の読み聞かせなどイベントを行っています。遊びに来てくださいね。 ◆児童・あかちゃんおはなし会  

中央図書館 
児童コーナー  

駒込図書館 
(駒込地域文化創造館) 

巣鴨図書館 
地下会議室  

上池袋図書館 
おはなしのへや 
（※は地下ホール） 

池袋図書館 
ワークルーム  

目白図書館 
地下区民集会室 

千早図書館 
視聴覚室 

日曜日 
２時  

土曜日 
３時 

水曜日 
３時 
 

水曜日 
３時  

土曜日 
２時 
 

水曜日 
３時 

水曜日 
３時３０分 

最終日曜日 
１１時 

（１２月は２１日です） 

―  

最終水曜日 
１１時 

（１２月は１７日です） 

最終水曜日 
１１時※ 

（１２月はお休みです） 

 
― 
 

第１水曜日 
１１時 

水曜日 
１０時３０分 

主催／会場 
おはなし会開催日 スペシャルイベント 

１１月 １２月 

 
★３０日・池袋親子読書会によるおはなし会　　午後２時 
 

 
 

★１９日・ほんのじかん　パネルシアター　午後３時 
★２６日・すがもこどもえいがかい　午後３時 
　「こぎつねのおくりもの」（３０分） 

★２６日・さくらんぼえいがかい　午後３時※ 
　「こぎつねコンとこだぬきポン」（２１分） 
　「ドナルドダックとかわいい子リス」（９分） 

★２２日・たんぽぽえいがかい　午後２時 
　「かさこ地ぞう」（１３分） 
　「はなたれこぞうさま」（１８分） 

★２６日・めじろこどもシアター　午後３時 
　「おおきなかぶ」（２１分） 

★１４日・冬のおはなし会スペシャル　午後２時　 
★２１日・豊島区親子読書連絡会ジョイントおはなし会　午後２時  

★２０日・おはなしのはこクリスマススペシャル　午後３時 
　 パネルシアター、スライド、ビックブックの読み聞かせ 

★１７日・ほんのじかん冬のお楽しみスペシャル　午後３時  
・２４日のほんのじかんはお休みです  

 
★１０日・クリスマスおはなし会スペシャル　午後３時※ 
 

★２０日・たんぽぽクリスマスかい　午後２時 
　パネルシアター、絵本の読み聞かせ  

★２４日・めじろこどもシアター　午後３時 
  「スノーマン」（２６分） 

★２４日・ほんとこおはなし会クリスマススペシャル 午後３時３０分 

幼児・小学生 あかちゃん 

講　師　豊島区図書館専門研究員　尾　眞人（おざき　しんじん）氏 

２０１０年は『白樺』が創刊されて１００年を迎える。「池袋モンパルナス」の源泉の一

つである「白樺派」の美術と芸術観の意味を考える。 
 

日　程　第１回        １２月１４日（日）　雑誌『白樺』を読む　『白樺』と『スバル』の発刊宣言 

　　　　第２回  ２１年１月１１日（日）　雑誌『白樺』の役目と変遷　生命讃歌とヨーロッパの文芸運動 

　　　　第３回  ２１年２月８日（日）　「白樺派」の作家事例研究１　生命の表現を求めて 

　　　　第４回  ２１年３月８日（日）　「白樺派」の作家事例研究２ 

　　　　第５回  ２１年３月２２日（日）　「白樺派」のトポス―定期観測　「白樺派」マップの作製 

　　　　いずれも午後２時～４時（開始時間を変更する場合があります。） 
 

会　場　中央図書館会議室・その他 

費　用　５００円（資料代等）※会場への交通費等は各自負担です。 

募　集　３０名　※ゼミナールの受講を希望される方は、　右下の申し込み方法をご覧ください。 
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地 域 研 究 ゼ ミ ナ ー ル 　 受 講 生 募 集  

豊島区に関係の深いテーマについて、 
図書館の資料を活用し学びながら、 
自分の研究テーマを探すゼミナールを開講します。 


